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2012 The ACM SIGCHI Conference on Human Factors in Computing Systems

平成 24 年 5 月 3 日〜平成 24 年 5 月 14 日

アメリカ合衆国 オースティン市

発 表 論 文 Enabling Concurrent Dual Views on Common LCD Screens

概 要：

CHIは HCI (Human Computer Interaction) の分野でトップ国際学会であり，関連する色々な分野の研究

成果が発表される。今回約 3000人が参加して 370件の論文が発表された。個人的にこの学会に参加する目的

は，自分の論文の発表，実際のシステムのデモ，学生ボランティア活動である。論文の発表は，200人くらい

のオーディエンスを前に少し緊張したが，オーディエンスがよく理解してくれて成功的な発表だったと思わ

れる。実際のシステムのデモでは Google，Microsoft，MIT，CMU 等から来た世界的な研究者の前で自分の

システムを直接説明してコメントをいただき，意見交換が出来た。例えば，MIT の MEDIA 研究室でディレ

クタである石井裕先生からは，面白いアイディアで既存の物の弱いことを長点にする良い研究だとのコメン

トがあった。学生ボランティア活動を通して色々な国の大学から来た学生と会う良い機会だった。
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DIGITAL HOLOGRAPHY AND 3-D IMAGING (DH), Biomedical Optics and 3-D Imaging :

OSA Optics and Photonics Congress

平成 24 年 4 月 28 日〜平成 24 年 5 月 4 日

アメリカ合衆国 マイアミ市

発 表 論 文 High-speed 4-D biological microscope based on parallel phase-shifting digital holography

(並列位相シフトディジタルホログラフィに基づく高速 4次元生体顕微鏡)

概 要：

本会議は，3次元イメージング技術，特に単一露光 3次元イメージング可能な技術であるディジタルホログ

ラフィにおいて世界トップクラスの研究者たちが一堂に会し，世界各国から 3次元イメージング技術，3次元

顕微鏡，ディジタルホログラフィなどの最先端科学技術に関して議論を交わす場である。また，本年は生細

胞イメージング顕微鏡技術を始めとする生体医用光学の国際会議と合同開催された。

この会議で，申請者が世界で初めて考案し構築した，微視的領域における 3次元動的現象の高画質動画イ

メージング(4D イメージング)を可能にする並列位相シフトディジタルホログラフィック顕微鏡とその性能を

世界に向けて紹介し，世界最先端の研究者と議論することを目的・意義とした。 本会議では，当該顕微鏡

を構築し生体の 3次元動画イメージングにおいて世界最高速となる毎秒 15万コマで 3次元動態記録に成功し

たことを発表した。発表・議論した結果，構築した顕微鏡において画質を劣化させる原因の一端が明らかと

なり，また構築顕微鏡に対し装置のコンパクト化，低コスト化に工夫の余地があるという知見を得た。また，

撮像システム，ディジタルホログラフィック顕微鏡の研究者だけでなく生細胞イメージング顕微鏡開発の研

究者とも議論を交わすことができ，生細胞内物質の可視化に構築顕微鏡が有望であることが明らかとなった。

本会議の参加・発表により，構築顕微鏡が，微小な病理細胞などの人間が観察し得ない実世界の微視的領

域の 3次元シーンを記録し，人間も知覚可能にする次世代マン＝マシンインターフェースとして『人間と機

械の調和の促進』へ貢献し得ることを示し，意義を果たすことができた。

Tateisi Science and Technology Foundation

― 105 ―


